
韮崎市立韮崎西中学校「学校いじめ防止基本方針」 

 

１ 基本的ないじめ防止対策の考え方 

はじめに 

  いじめの問題への対応は学校における最重要課題の一つである。いじめにより，子ど

もの生命や心身に重大な危険が生じ，その問題の解決には，正確さ，迅速さとともに，

いじめられた子どもの心に寄り添った指導を行うことが重要である。加えて，いじめは

どの子どもにも起こりうる，どの子どもも被害者にも加害者にもなりうるという事実を

踏まえ，生徒の尊厳が守られ，生徒をいじめに向かわせないための未然防止に，全ての

教職員が共通認識のもと取り組んでいく。さらに，いじめの対処については，被害者の

心に寄り添い，そのケアを第一にしつつも，事後の生活も踏まえ，生徒同士の解決を基

本に一人一人が大切にされている実感をもてるよう指導を全職員が全力で行う必要があ

る。 

  学校では，いじめの早期発見に努めるとともに，発見・通報を受けた場合は，いじめ防

止対策委員会（いじめの防止等の対策のための校内組織）で直ちに情報を共有する。その

後は，当該組織での検討をもとに，関係職員が速やかに関係生徒から事情を聴き取るなど

して，いじめの事実の有無の確認を行う。事実確認の結果は，校長が責任を持って学校の

設置者に報告するとともに被害・加害生徒の保護者に連絡する。また，いじめが犯罪行為

として取り扱われるべきものと認めるときは，いじめられている生徒を徹底して守り通

すという観点から，警察等の関係機関とも連携を図り適切かつ迅速に対処する。 

 

 （１） いじめの定義 

   児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人 

 的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット 

 を通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦 

 痛を感じているものと定義する。けんかやふざけ合いであっても，見えない所で被害が発

生している場合もあるため，背景にある事情の調査を行い，児童生徒の感じる被害生に着

目し，いじめに該当するか否かを判断するものとする。（「いじめ防止対策推進法」）  

 

（２） いじめに関する基本的認識 

① いじめはどの生徒にも，どの学校にも起こり得るものである。 

② いじめは人権侵害であり，人として決して許される行為ではない。 

③ いじめは大人には気づきにくい所で行われることが多く、友人間のいじり、か

らかい、けんかやふざけ合っているように見えても、その陰で見えない所に被害

がある。 

④ いじめはいじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

⑤ いじめはその行為の態様により暴行，恐喝，強要等の刑罰法規に抵触する。 



⑥ いじめは絶対に許さないという全教職員の姿勢や共通認識をもとに日頃から学

校全体で取り組むべきものである。 

⑦ いじめは解消後も注視が必要である。  

⑧ いじめは家庭教育の在り方に大きな関わりをもっている。 

⑨ いじめは学校，家庭，地域社会などすべての関係者がそれぞれの役割を果た

し，一体となって取り組むべき問題である。 

 

２ いじめ対策の組織 

（１） 「いじめ問題」への組織的な取り組みを推進するために，以下の「いじめ防止対

策委員会」を設置し，この組織が中心となり，教職員全員で共通理解を図り，学校

全体で総合的ないじめ対策を行う。いじめ事案発生時は，早急に「緊急いじめ対策

委員会」を開催する。 

（２） 「いじめ防止対策委員会」の構成員は，校長が任命した教頭，教務主任，生徒

指導主事，学年主任（学年生徒指導担当），養護教諭，教育相談担当，スクール

カウンセラーなどとして設置する。なお，メンバーは，保護者代表，学校評議員

等加えるなど，実態等に応じて柔軟に対応する。 

 （３） いじめ防止対策委員会の役割は次の通りとする。 

    ① 正確な事実の収集（調査，聞き取り等） 

    ② いじめを受けた被害生徒，保護者への報告と支援 

    ③ いじめた生徒への指導，保護者への説明と協力依頼 

    ④ 犯罪に関わる場合は，関係機関との連携 

    ⑤ 集団への指導 

    ⑥ いじめ防止のための対応策の検討 

      ⑦「重大事態」への対応 

（４） 定例の委員会は学期１回程度開催する。 

 （５） いじめ事案の発生時は，「緊急いじめ対策委員会」を開催し，事案に応じて調査

班や対応班等を編成し対応する。 

 （６） いじめ防止対策委員会での内容や事案に応じての対応については職員会議で報告 

し，周知徹底させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇ 校内いじめ防止対策委員会の概要 

                                                                               
        

 

 

 

        常設窓口として                               

機能させる 

 

 

 

◇ 緊急いじめ対策委員会の概要 

                    ※日頃から市教育委員会への報告，相談を密                            

   にし，特に「重大事態」の恐れがある場合 

   については，迅速に報告し指導を受ける。 

 

 

                                          

 

３ 未然防止の取り組み 

（１） いじめを生まない土壌づくり 

    いじめには，暴力を伴ういじめと，暴力をともなわないいじめがある。暴力を伴 

わないいじめは，被害，加害が入れかわりやすく，水面下のものが表出して教師が 

発見するまでには時間がかかる傾向にある。その間，いじめられている生徒は相当 

な苦痛を感じ，ときには，生命の危険さえもある。いじめの早期発見のため，多様 

な情報の収集に全力を持って取り組むが，それ以前にまず大切なのは，全生徒が安 

心できる学校の雰囲気や規範意識の醸成である。このことを十分教員が理解し， 

「いじめが起こらない学級・学校づくり」を心がけ，学級経営，学年経営，教科経 

営に努める。  

 ① 道徳教育の充実  

    道徳科の授業において，自他を尊重する態度や規範意識の涵養，人間の弱さと気高

さについての理解を促進することはもとより，学級活動，生徒会活動等の特別活動に

校内いじめ防止対策委員会 
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おいて児童生徒が自らいじめの問題について考え，議論する活動や，校内でいじめ撲

滅や命の大切さを呼びかける活動等をするなどして，生徒自身の主体的な活動を推

進する。また，生徒へストレスへの対処の仕方等セルフケアにかかわる指導を行い，

未然防止に関わる内容の取り扱いを吟味，検討し道徳授業の実践に努める。 

  

② 人権教育の充実  

    生徒は人権が尊重される学校・学級で生活することを通じて，はじめて正しい人権

感覚を身に付けることができる。そのために，教職員は生徒相互，生徒と教職員との

心のふれあいを重視し，お互いに尊重し思いやりのある学級・学校づくりに努める。

また，発達障害，性同一性障害，性的指向・性自認に係わる生徒，東日本震災などに

よる避難した生徒などの特別な配慮が必要な場合は日常的に適切な支援に努める。 

    全校集会等の際に，「いじめ防止」に係る学校の取り組みを生徒に伝えることで，

一人一人の生徒が「いじめ防止」について高い意識をもって学校生活するように促

す。 

  

③ 生徒会活動の活性化  

    生徒会主体の活動を企画し，全校生徒への問題提起を行う。  

   ・いじめ撲滅宣言 ・学級でのいじめ撲滅のための話し合いとスローガンづくり  

  

 ④ インターネット等におけるいじめの防止  

    インターネット上のいじめが刑法上の罪、民事法上の賠償になり得る重大な人権

侵害にあたることを理解させるために情報モラル教育を充実させるとともに，保護

者に対しても，啓発文書の配布や講話を実施する。 

また，インターネット上のいじめに関する事案に対処する体制を整備する。 

  

４ 早期発見の取り組み 

    いじめ問題の解消を図るためには，何より早期にいじめを発見することが大切で

ある。いじめは教職員や大人の見えないところで行われていることが多く，教職員は

「自分の学級・学校に，いじめで苦しんでいる子どもがいるのではないか」との意識

をもって早期発見に努めなければならない。そのためにも，生徒とのふれあいの時間

を多くし，日常的な観察等を通して，いじめを見抜く鋭い感覚を身につける必要があ

る。 

（１） 早期発見の機会 

登校時，朝の会，授業の開始時を含む授業中，休み時間，給食時，清掃時，放課後

など，学校生活のあらゆる機会に挙動不審な行動や児童生徒の異変が存在するもの。

教職員は，アンテナを高くし，何気ない日々の中に存在するいじめを見逃さないよう

に，常に生徒理解に努める。 

   〔早期発見のポイントについては，補充資料に記載 補足資料：１(1)～(8)〕 



（２） いじめの早期発見のための手立て  

  ① 生活ノートを活用した個別の生徒指導  

     毎日の提出や点検により，いじめの兆候に素早く対応する。  

  ② アンケートの実施  

     定期的に「生活アンケート（いじめアンケート）」を実施し，いじめをうかがわ

せるような情報がある場合には，迅速に対応する。  

  ③ 教育相談活動の実施  

     二者懇談等の相談時間を確保し，計画的に実施する。 

   ④ 組織的な取り組み 

     生徒指導部会や不登校部会等で，養護教諭，図書館司書等校内の職員から幅広く

情報を集め，些細な事でも生徒の変化を見逃さず，全教職員で注意深く生徒の様子

を見守る。対応に当たっては，スクールカウンセラーをはじめ専門機関と連携をと

って迅速活丁寧に行う。 

  ⑤ 保護者の相談 

     保護者から相談があった場合は丁寧に誠実に聞き取り，状況によっては，スクー

ルカウンセラー等専門機関につなぐようにする。 

  ⑥ 地域の方からの情報 

     地域の方から情報があった場合は，その状況等を詳しく聞き取り，関係の生徒及

び保護者に対して，迅速かつ慎重に対応する。  

  ⑦ 「２４時間子どもＳＯＳダイヤル」や多様な窓口を周知し，児童生徒に自ら周囲

に援助を求めることの重要性を理解させるようにする。 

（３） 相談体制の整備  

     生徒及びその保護者並びに教職員がいじめに係る相談ができるよう，スクール

カウンセラー・スクールソーシャルワーカーなど，専門家や関係機関との連携等の

体制整備を図る。  

（４） 教職員の資質向上（人権感覚の向上）に向けた研修 

     いじめの防止等のための対策が専門的知識に基づき適切に行われるよう，教職

員の研修の充実を通して，教職員の資質能力の向上を図る。 

     全ての教職員が「いじめ防止対策推進法」の内容を理解し，いじめの問題に対し

てその様態に応じた適切な対処ができるよう，年に複数回，いじめの問題に関する

校内研修を実施する。 

５ いじめへの対処 

（１） 基本的な考え方 

     いじめに対しては，特定の教職員で問題を抱え込まず，学校における「校内い

じめ防止対策委員会」を中心に，速やかに組織的に対応する。また，必要に応じ

て心理や福祉の専門家であるスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカ

ー，弁護士，医師，警察官経験者などと連携して対処する。 

加害生徒の指導に当たっては，謝罪や責任を形式的に問うことに主眼を置くの



ではなく，社会性の向上等，生徒の人格の成長に主眼を置いた指導を行う。教職

員全員の共通理解のもと，保護者の協力を得て，関係機関・専門機関と連携し対

応にあたる。 

     いじめを犯罪行為として取り扱われるべきと認められる場合及び「重大事態」と

判断された場合は，設置者に報告し，所轄警察署と相談する。 

（２） いじめの発見・通報を受けたときの対応  〔補足資料：２〕 

（３） いじめられた生徒・保護者への支援    〔補足資料：３(1)(2)〕 

（４） いじめた生徒への指導と保護者への助言  〔補足資料：４(1)(2)〕 

（５） いじめが起きた集団への働きかけ     〔補足資料：５〕 

（６） ネット上のいじめへの対応        〔補足資料：６(1)(2)〕 

（７） いじめ認知に対する措置 

① いじめが「解消している」状態 

いじめは，単に謝罪をもって安易に解消とすることはできない。いじめが「解消

している」状態とは，「いじめに係る行為が３ヶ月以上止んでいること。」「被害

生徒が心身の苦痛を感じていないこと」が必要である。ただし，これらの要件が満

たされている場合であっても，必要に応じ，他の事情も勘案して判断する。 

② 「重大事態」への対応 

生徒や保護者から，いじめにより重大な被害が生じたという申し立てがあった 

ときは重大事態が発生したものとして報告・調査に当たる。 

「重大事態」が発生した場合は，速やかに教育委員会を通じて市長へ報告し，「重 

大事態対応フロー図」に基づいて対応する。 

        ・ 調査結果については，被害生徒，保護者に対して適切に情報を提供する。 

 

６ その他留意事項 

     「学校いじめ防止基本方針」に基づく取り組みの実施状況を学校評価の評価項

目に位置づけ，教職員の自己評価，生徒の反省やアンケート，保護者のアンケー

ト，学校評議員の評価等により，いじめ防止に対する組織的な取組が機能してい

るかどうか常に見直し実態に合わせて改善を図っていく。 

     なお，「学校いじめ防止基本方針」は，学校のホームページに公開するととも

に，入学時及び各年度の開始時に生徒や保護者に説明し，周知徹底する。 

      平成２６年 ２月２４日策定 

      平成３０年１２月２１日改訂 

   令和 ５年 ２月 １日改訂 

 

 

 

 

 



韮崎市立韮崎西中学校 「学校いじめ防止基本方針」 補足資料 

 

１ 早期発見のためのポイント 

 （１） 登校時 

 ・理由もなく一人で朝早く登校する。 

 ・一緒に登下校する友だちが違ってくる。 

 ・教職員と視線を合わさないようになる。 

 ・元気がなく挨拶をしなくなる。 

 ・特に用事もないのに教職員に近づいてくる。 

 （２） 朝の会 

 ・遅刻，欠席が増え，明確な理由がない状況が続く。 

 ・体調不良（頭痛，腹痛，吐き気等）を訴えることが続く。 

 ・表情が暗く，どことなく元気がない。 

 （３） 授業の開始時 

 ・担任等教職員が教室に入室後，遅れて入室する。 

 ・提出物を忘れたり，期限に遅れたりする。 

 ・机，椅子，用具などが散乱している。 

 ・席を替えられている。 

 ・周囲が何となくざわつくなど，周囲の生徒が異変を感じている。 

 （４） 授業中 

 ・授業道具等の忘れ物が目立つ。 

 ・頭痛，腹痛等を頻繁に訴え，保健室によく行くようになる。 

 ・授業に集中できない様子が見られる。 

 ・教科書，ノート等に落書きが目立つ。 

 ・他の生徒と，一方的または双方向でからかいの様子が見られる。 

 ・特定の生徒の机との距離を離す。 

 （５） 休み時間 

 ・一人でいることが多く見られるようになる。 

 ・特別用事はないが，保健室や職員室の前を通るようになる。 

 ・友だちとふざけあっているが，表情が暗い。 

 ・金銭の話しをするようになる。 

 （６） 給食時 

 ・当番時に，その生徒が配膳すると周囲の生徒が避けたり嫌がったりする。 

 （７） 清掃時 

 ・人の嫌がる仕事をしたり，最後まで一人でしたりする。 

 ・友だちに誘われてさぼることが多くなる。 

 （８） 放課後 

 ・急いで一人で帰宅したり，みんなが帰るまで帰宅したがらなかったりする。 



（９） その他 

・衣服が汚れていたり，髪が乱れていたりする。 

 ・教職員のそばから離れようとしない。 

・持ち物が無くなったり，隠されたりするなど私物をいたずらされる。 

 

２ いじめの発見・通報を受けたときの対応 

      いじめられていると相談にきた生徒やいじめの情報を伝えにきた生徒から丁寧に話

を聴き取る。 

事実確認は，被害者と加害者を別の場所で行い，いじめの行為の発生に至った経緯や

心情などを，両者から丁寧に聴き取るとともに，周囲の生徒など第三者からも，詳しい

情報を得て正確に把握する。 

保護者には複数の教職員で対応し，事実に基づいて慎重に行う。 

   ◇ 把握すべき情報 （生徒の個人情報は，取り扱いに十分注意する） 

 ・誰が誰をいじめているのか     〔被害者・加害者の確認〕 

 ・いつ，どこで起こったのか       〔時間と場所の確認〕 

 ・どんな内容のいじめか，どんな被害を受けたのか   〔内容〕 

 ・いじめのきっかけは何か           〔背景と要因〕 

 ・いつ頃から，どのくらい続いているのか       〔期間〕 

 

３ いじめられた生徒・保護者への支援 

 （１） 生徒に対して 

 ・事実確認とともに，つらい気持ちを受け入れ，共感することで心の安定を図る。 

 ・「最後まで守り抜くこと」「秘密を守ること」を伝える。 

 ・必ず解決できる希望が持てることを伝える。 

 ・自信を持たせる言葉をかけるなど，自尊感情を高めるよう配慮する。 

 ・いじめられている生徒を徹底して守るため，登下校，休み時間，清掃時間，放課 

後等においても教職員の目の届く体制をつくる。 

 （２） 保護者に対して 

 ・発見したその日のうちに家庭訪問等で保護者に面談し，事実関係を直接伝える。 

 ・学校の指導方針を伝え，今後の対応について協議する。 

 ・保護者のつらい気持ちや不安な気持ちを共感的に受け止める。 

 ・継続して家庭と連携を取りながら解決に向かって取り組むことを伝える。 

 ・家庭で生徒の変化について，どのような些細なことでも相談するよう伝える。 

◇ 保護者に不信感を持たれることば 

 ・「お宅のお子さんにも悪いところがあるようです。」 

 ・「家庭での甘やかしが問題です。」 

 ・「この学校またはこのクラスにはいじめはありません。」 

 ・「どこかに相談にいかれてはどうですか。」   など 



４ いじめた生徒への指導と保護者への助言 

 （１） 生徒の指導 

・いじめに至った状況や心境などについて十分聴き，生徒の背景等に留意し指導す

る。 

・心理的な孤立感・疎外感を与えないようにするなど一定の教育的配慮のもと，毅 

然とした対応と粘り強い指導を行い，いじめが人として決して許されない行為で 

あることやいじめられる側の気持ちを認識させる。 

 （２） 保護者に対して 

   ・正確な事実関係を説明し，いじめられた生徒の保護者のつらく悲しい気持ちを伝 

え，よりよい解決を図ろうとする思いを伝える。 

   ・いじめは決して許されない行為であるという毅然とした姿勢を示し，事の重大さを 

伝え，家庭での指導を依頼する。 

   ・生徒に対する今後の指導方針等を共に考え，具体的な助言をする。 

 

５ いじめが起きた集団への働きかけ 

   ・いじめが起きたときには，当事者だけの問題にとどめず，学級・学年・学校全体の 

問題として考え，いじめの傍観者からいじめを抑止する側に立つ態度を育てる。 

   ・「いじめは絶対許さない」という毅然とした姿勢を，全体の生徒に示す。 

・はやし立てたり，見て見ぬふりをしたりする行為も，いじめを肯定していることだ  

と理解させる。 

・いじめを訴えることは，正義に基づいた勇気ある行動であることを理解させるよ 

う指導する。 

・いじめに関するマスコミ報道や体験事例等の資料をもとに，いじめについて話し 

合い，自分たちの問題として意識させる。 

 

６ ネット上のいじめへの対応 

パソコンや携帯電話等を利用し，特定の生徒の悪口や誹謗中傷をインターネット 

上の掲示板などに書き込んだり，メールを送ったりするなどの方法によりいじめを

行うことに対して，書き込みや画像の削除等，迅速な対応を図るとともに，人権侵害

や犯罪，法律違反など，事案によっては，警察等の専門的期間と連携して対応してい

く必要がある。 

 （１） 未然防止のための保護者への啓発 

・生徒たちのパソコンや携帯電話等を第一義的に管理するのは家庭であり，フィルタ 

リングだけでなく，家庭において生徒たちを危険から守るためのルールづくりを

行うこと，特に携帯電話を持たせる必要について考えてもらう。 

   ・インターネットへのアクセスは「トラブルの入り口に立っている」という認識や知 

らぬ間に利用者の個人情報が流出するといったスマートフォン特有の新たなトラ 

ブルが起こっているという認識を持ってもらう。 



 （２） 生徒への指導 

 ［インターネットの特殊性を踏まえて］ 

・発信した情報は多くの人にすぐ広まること。 

・匿名でも書き込みした人は特定できること。 

・違法情報や有害情報が含まれていること。 

・書き込みが原因で，思わぬトラブルを招き，被害者の自殺や障害などの犯罪につな

がる可能性があること。 

・一度流出した情報は，簡単には回収できないこと。 

など，危険や生徒たちが陥りやすい心理を踏まえた指導を行う。 


